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子ども・子育てを取り巻く状況について 

 

１ 幼児期の教育・保育の提供体制について 

 (1) 就学前児童数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (2) 幼稚園等利用児童数及び利用率の推移 

県内の幼稚園等の利用児童数及び利用率（就学前児童数に占める割合）は減少傾向にある。 
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※ 各年５月１日現在。平成27年から幼保連携型認定こども園の１号認定の利用児童数を

含む。
（出典：神奈川県学校基本調査、神奈川県年齢別人口統計調査を基に作成）
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(3) 保育所等利用の状況 

ア 保育所利用待機児童数等の推移 

令和２年の利用申込率（就学前児童数に対する利用申込者数の割合）は現在の集計

方法となった平成 14 年以来最高となり、保育所等利用待機児童数は 496 人と２年連続

で減少し、過去最少となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 保育所等数・定員数の推移 

令和２年４月１日現在の県内の保育所等数・定員数は、安心こども基金の活用等によ

る保育所等（保育所・認定こども園・小規模保育事業等）の整備により増加している。 
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（出典：次世代育成課資料）
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ウ 年齢別待機児童数の状況 

年齢別の待機児童数では、令和２年の待機児童数 496人のうち、３歳未満児は 432人

となり、３歳未満の低年齢児が全体の 87.1％と依然として高い割合を占めている。 

 

 

(4) 認定こども園の施設数の推移  

県内の認定こども園の施設数は毎年度増加しており、令和２年度は 211施設となった。

令和元年度から令和２年度の増加率は約 1.1倍で、鈍化傾向にある。 
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２ 放課後児童クラブ登録児童数等の推移 

放課後児童クラブの登録児童数は年々増加しており、利用できなかった児童も発生している。 
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３ 教育・保育及び子育て支援事業に従事する者に関する状況 

(1) 保育士有効求人倍率  

全国の保育士の有効求人倍率は、全職種と比較して高い水準となっており、年々高く

なっている。県の保育士の有効求人倍率は、平成 31 年１月には４倍を超え、全国よりも

高い水準となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2） 常勤保育士離職率 

   県の保育士離職率は、平成 30年度には 12%となり、全国よりも高い水準となっている。 
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※数値は、各年1月の数値（季節調整値）
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（出典：厚生労働省「社会福祉施設等調査」を基に作成）

※ 離職率=常勤保育士退職者数/常勤保育士数+常勤保育士採用者数

※ 常勤保育士退職者数：調査対象期間の１年の間に退職又は解雇された者
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(3) 保育士試験合格者数 

   保育士試験合格者数は、平成 29年度からは増加傾向となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  県独自地域限定保育士試験合格者の就職状況 

   県独自地域限定保育士試験合格者へのアンケート調査により、県内で保育士として就

職した者の割合は、令和元年度において 52.5％となり、増加傾向となっている。 
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※ 県独自地域限定保育士試験合格者へのアンケート調査の結果を基に作成

（回収数 ：平成29年度 183人（65.8％）、平成30年度 170人（60.9％）、令和元年度 455人（68.1％））

※ 保育士登録者数及び就職者数は、アンケート調査結果による数値

※ 就職率は、保育士登録者数のうち就職者の割合 （出典：次世代育成課調べ）
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(5) 県内の指定保育士養成施設卒業による資格取得者数及び卒業者の進路状況 

  保育士養成施設卒業者の資格取得者数は、令和元年度は 2,413 人となり、やや減少傾向

にある。また、保育士養成施設資格取得者のうち、保育所等への就職率は令和元年度にお

いて 55％で、全体の半数程度となっている。 
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４ 県民意識 

(1) 県民ニーズ調査（生活意識） 

  令和元年度の県民ニーズ調査（基本調査）による生活意識においては、約６割の方が

「子どもを生み育てる環境が今のままでは、子どもを持つのはむずかしい」と考えている

とともに、約９割の方が「育児は社会的にも重要であり、もっと評価されるべきだ」と考

えている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 県民ニーズ調査（くらしの満足度） 

  「安心して子どもを生み育てる環境が整っていること」の満足度は令和元年度には 16.5

となり、２割を下回っているが、毎年増加の傾向にある。 

 

【「安心して子どもを生み育てられる環境が整っていること」の満足度】 
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【育児は社会的にも重要であり、もっと評価されるべきだ】

【子どもを生み育てる環境が今のままでは、子どもを持つのはむずかしい】

（出典：県民ニーズ調査を基に作成）


